
参考（１）　身体拘束廃止などの対応に参考になった研修（主なもの）

No.
質問11（２）　これまで受講した研修の中で、身体拘束や認知症利用者への対応など、
より良いケアを提供するうえで参考になった研修がありましたら記載してください。

1
（人権を守るケアを判りやすく講話してくれた鳥海房枝氏）～身体拘束廃止フォーラム
～

2 身体拘束廃止フォーラム

3
・認知症介護基礎研修
・認知症介護実践研修

4
・身体拘束廃止フォーラム
・ユマニチュードとは

5 身体拘束廃止フォーラム、認知症ケア施設外研修への参加（HP）

6 認知症介護実践者研修

7 パーソンセンタードケア

8
身体拘束適正化、講師サクライ　トモヨ　櫻井　知世
・身体拘束とは・11項目以外の身体拘束・身体拘束適正化・事例検討

9 認知症介護実践者研修

10 身体拘束廃止推進委員養成研修（以前行ったもの）→他施設との検討会が良かった

11
身体拘束廃止フォーラムにいつも呼ばれている講師の先生達は皆さん話が面白く、と
ても分かり易くお話してくれるので毎年楽しみにしています

12 身体拘束廃止フォーラム、年２回開催して欲しいです

13
・身体拘束廃止フォーラム
・虐待防止のリスクマネジメント、堀江健氏（あいおいニッセイ同和損保マーケティング
開発部）福祉事業者のコンプライアンス研修、虐待防止のリスクマネジメント

14 ユマニチュード

15 身体拘束廃止推進員養成研修

16 鳥海先生の始めの１歩
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17 「身体拘束廃止フォーラム」髙口光子先生

18 高口光子さんの研修、鳥海房江さんの研修

19 身体拘束廃止フォーラム

20
ひもときシートについての研修（パーソンセンタードケア）：入居者様の行動や発言の背
景を探る事で可解性を考えられるようになった

21 認知症サポートキャラバンの研修

22 神戸市の動画をスタッフ全員で見た

23 施設内で実施した身体拘束・虐待防止研修、講師は常葉大学内田全城先生

24
身体拘束廃止フォーラムへは毎年5名程の職員が参加して施設内で伝達講習を行って
います

25 身体拘束廃止推進員養成研修に4日間参加させてもらいました

26 認知症介護実践研修

27 アンガーマネジメント研修

28
身体拘束廃止フォーラムにおける各事業所の取り組みは、良い刺激となり、参考に
なった

29 以前、キャッチボールをして一方通行ではいけないという研修は為になりました

30 中級リーダー研修　高口光子

31 田中とも江先生の身体拘束廃止研修

32
・当グループホームで行った研修
・身体拘束、虐待に関しての自己点検シートを使用、結果を元に気づきを共有した(意
識の違いがあることに気づいた）
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33
認知症利用者への対応についてユマニチュードが有効と考え研修には参加出来な
かったが、事業所内研修においてDVDの視聴と検討を行った

34 認定看護師による認知症についての研修

35
・ユマニチュード研修
・「施設で取り組む高齢者虐待防止対策」講師山田滋氏

36
・認知症介護実践研修
・スーパービジョン研修等

37
研修内容は覚えていませんが、相手に対してのスピーチロックの研修は勉強になりま
した(相手への声掛けの仕方など）

38 バリデーション　ユマニチュード　認知症介護実践研修　タクティールケア

39
富士宮市事業者連合協議会小規模ホーム部会主催の「身体拘束、虐待防止」研修
講師、常葉大学、内田全城助教授

40 鳥海氏が話されたベッドの側に同じ高さのベンチの設置

41
・スピーチロックの要因と対策
・人権の研修

42 認知症高齢者の介護。高齢者権利擁護等推進事業・看護実務者研修

43
認知症に係わる研修「認知症フォーラム inザ・浜名湖（2018年9月5日）」・・・小粥先生
のお話すばらしかったです

44 認知症介護実践者研修

45
緩和ケアを取り入れた介護（Ｈ30．９．29）労政会館６F　主催　静岡県健康福祉部・静
岡県立静岡がんセンター　最近看取り介護を希望される方が多く実際にがんで看取っ
た方もいた為学べた

46

介護福祉士会で行うさまざまな研修、身体拘束とは何か自分達のケアについて振り返
るなどとても参考になっています。また県が介福に委託している出前講座なども、すごく
良いと思います。認知症についても詳しく説明され、それらを浜松市としてもっとアピー
ルすると良いと思う。認知症サポーター養成講座も役に立ちました
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47

・静岡県看護協会「高齢者権利擁護等推進事業看護実務者研修」
・身体拘束廃止推進員養成研修
・身体拘束廃止推進看護実務者研修
・身体拘束廃止フォーラム
・認知症介護基礎研修
・認知症介護実践リーダー研修
・認知症介護実践者研修

48 事例検討会等

49 高齢者介護実践者研修

50 他施設の取り組みについて見学させてもらったこと

51

「養介護施設従事者等による高齢者虐待の防止～虐待防止法からみる身体拘束廃止
について（120分）」
講師：静岡県社会福祉会・社会福祉士、川村哲穂氏（富士市役所勤務）
不適切なケアを放置することから虐待へとつながる。虐待の自覚、判断を具体例で示
して頂いた

52 身体拘束取り組み。認知症の理解と介護。認知症種類によっての対応方法

53 研修で他施設の取り組みと聞くことが出来た

54 身体拘束廃止推進養成研修で他施設の取り組みを聞くことができて大変勉強になった

55 オンデマンド、認知症ケアに対する

56
ケアマネージャーによる受講で内容はきいたのですがタイトル（身体拘束ゼロへの手引
き）は講師名はわからず、しかし身体拘束をなくした事例が多く集められていて一つ一
つが思い当たることがありそれにそっての介護を心掛けるようにしている

57 認知症実践者研修認知症実践リーダー研修

58
身体拘束廃止研修、（株）櫻ブレメン櫻井知也講師。身体拘束の弊害について理解し
身体拘束に関する制度法令を理解、利用者の尊厳を守る役目を自分達が担っており
どう取り組むべきか

59 身体拘束廃止適正化研修Ⅰ、Ⅱ
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60

H30　10/13受講　日総研「介護施設で生かす認知症の知識、技術と身体拘束適正化」
認知症の理解、BPSDへの対応、コミュニケーション技術を活用して拘束をなくしていく
適正化の際、どういう内容を級織として対応すべきるのか、とても細かく教えてもらえま
した
H30　11月ニッソーネット「身体拘束廃止研修」マニュアルの作り方がおもしろかったで
す
H31　1月「マンガーマネジメント」静岡県精神科看護　身体拘束の原因の第2位は感情
のコントロールの不足ですので、このマネジメント技術は必須と思います　アンガーマネ
ジメント

61
認知症介護実践研修に参加　利用者様（認知症患者）に対し気持ちや行動について学
習する事により拘束をしない方法や周辺症状を発生させない取り組みについて参考に
なった

62 三好春樹先生の認知症ケア

63
1、施設で取り組む高齢者虐待防止対策
2、新しい転倒骨折事故防止対策
山田滋氏主催　K、Kトップ

64
1、施設で取り組む高齢者虐待防止対策
2、新しい転倒骨折事故防止対策
山田滋氏

65
精神的拘束（スピーチロック）には特に気をつけなければならないと思う。知らずに行っ
ている場合があるので

66 身体拘束廃止フォーラム　身体拘束廃止推進員養成研修

67

・身体拘束廃止フォーラム
・認知症介護実践研修
・認知症介護基礎研修
・浜松市高齢者虐待防止講演会
どの研修や講演会もすべて良い物だと思います。しかし、出しっ放しではだめで、研修
生を混じえて、研修後に職場で共有化できる機会（場）を持つ事、研修生の動機づけと
なったところをずっと支援（アフターフォロー）しつづけることが重要だと考えています

68
・認知症介護実践者研修
・「認知症当事者とともにつくる地域」（H31.3/1)

69 認知症ケア専門士の研修
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70 身体拘束廃止フォーラム鳥海先生の講演「高齢者の権利擁護と身体拘束廃止」

71 ユマニチュード研修（入門コース）

72
法人内（天竜厚生会）で開催される虐待防止研修会、講師（有）たむらソーシャルネット
田村満子

73 認知症介護実践研修

74
安全な介護。講師山田滋。転倒防止対策3種の事故防止対策類型、未然防止策、直
前防止策、損害軽減

75
高口光子のチームで取組む身体拘束廃止。高口光子の認知症の人に寄り添うプロの
介護識セミナー。高齢者施設のリスクマネジメント（山田滋）

76
平成30年度高齢者権利擁護等推進「身体拘束廃止フォーラム」演題「高齢者の権利擁
護と身体拘束廃止」講師鳥海房枝氏

77
介護現場における高齢者虐待の予防と対応、講師　川村孝俊氏。身体拘束フォーラム
実践報告会、講演「高齢者の権利擁護と身体拘束廃止フォーラム」講師　鳥海房枝氏

78

「認知症の理解とケア」・・（社団）日本精神科看護協会主催　（認知症疾患について理
解しケアの方法について学ぶ）
「虐待、身体拘束について」・・院内研修講師、渡邊看護顧問　（虐待行為の分類、身体
拘束の基礎）

79 リスクマネージャー研修

80 研修会において他施設等の状況・取り組み等具体的な対策方法を学ぶことが出来た

81
H28年度「身体拘束廃止フォーラム」講演「高齢者の権利擁護と身体拘束廃止」鳥海房
枝枝（NPO法人アイヘルプユー事務局長）
H28年度身体拘束廃止推進員養成研修、修了生による実践報告6名

82
･聖隷福祉事業団の研修センターで行っていた認知症の研修
･アンガーマネジメント
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83
・ユマニチュード研修「人間らしさ」を取り戻すケア。見る、話す、触れる、立つという４つ
のアクションを大切にする。人ならではの包括的なコミュニケーションと、自己の尊厳を
実感できる援助が必要である

84 高口光子さんの県の身体拘束の講演　4～5年前

85

・身体拘束廃止促進員養成研修－応募人数が多かったのかH30年度応募したが参加
できなかったが事例を用いて実践で研修する為参加している職員の意識が変わってき
た
・認知症介護実践者研修も同様、実際に実習できることで、自身で考えることも必要と
なり、とても良い成果につながっていると思う

86
H31.2.19身体拘束フォーラム。虐待をしないために身体拘束をする不適切なケア、適切
なケアが基に身体拘束が繋がること学びました

87 認知症実践者・指導者研修(その人の生活の視点でも考えられる）

88 身体拘束フォーラムでの事例発表→他施設の取り組み方が解りました（H31.2.19）

89
身体拘束廃止フォーラムでは各施設の取り組みについて聞くことができ良い経験となり
ました

90 身体拘束フォーラム、個々の事例・工夫が聞かれる

91 平成30年度高齢者権利擁護推進、身体拘束廃止フォーラム講師、鳥海房江氏の講演

92 H２９、高齢者権利擁護等推進事業「看護実務研修」

93
・山田滋先生の話
・看護協会のパーソンセンタードケアに基づく認知症ケアのあり方
・イギリスバーバラの物語のDVD（認知症の方の世界観がわかりやすい）等

94
今まで身体拘束（特にスピーチロック等）、認知症を理解するための研修や勉強会を繰
り広げてきたが、結局はそこにいる職員がどうケア、対応をしていくかの実践力である
ため、職場内でどう浸透させていくか？が問われることだと思います

95
高齢者施設のリスクマネジメント講座　山田滋氏　事故防止活動の見直しヒヤリハット
について

96 実践リーダー研修
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97 高口光子氏の研修

98 ・高齢者施設における虐待の現状。講師、川村孝俊氏

99 常葉大　内田全城先生

100 高口光子、三好春樹

101 認知症ケアの研修、苦情対応の研修

102 認知症実践者研修

103
介護福祉士会で行っている出前講座でやっていただいた、認知症ケアの実践や虐待と
身体拘束廃止の講座は注意喚起や意識付けとなりました

104

毎年静岡で開催される「身体拘束廃止フォーラム」は施設での実践報告や基調講演は
参考になり職員への意識づけになっています。30年度はインフルエンザの発症で参加
ができずとても残念でした。今後も各施設での取り組み事例は参考にさせて頂きたい
です

105
毎年静岡で開催される「身体拘束廃止フォーラム」で発表される施設の取り組み事例
は参考になります。30年度は開催時期インフルエンザが発症し参加できなかったのは
残念でした

106 どの研修も何かしら新しい知識が得られ参考になった

107

タイトル：高齢者権利擁護推進「身体拘束廃止フォーラム」
講師：鳥海房江氏
内容：「追い」に対する考えを見直し「利用者にとっては逃げ場のない暮らしの場をより
良いものにしていけるようにする為
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